
（別紙３）

～ 8年　2月　27日

（対象者数） 28人 （回答者数） 22人

～ 8年　2月　27日

（対象者数） 4名 （回答者数）
4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・校庭を使い、自転車の乗り方を経験させていきたい。家で

は、なかなか自転車の練習をさせることが難しいと話す保護

者もいます。

2

・引き続き、構造化と視覚的支援を行い、安心して過ごせる

環境を整えていきたい。

3

・子どもたちが楽しんで過ごせるように、興味関心のあるこ

とにアンテナを張り、情報を得ていく。玩具や遊びに飽きな

いよう、玩具の入れ替えやＤＶＤの入れ替え、遊びの内容を

変え、変化をつけている。連絡帳を記入しない保護者や、確

認をしない保護者もいるため、連絡が行き届かないことがあ

り、困っている。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・スロープをつけることは難しいが、利用児が過ごしやすい

ように、階段を使うときは本児のペースで歩くことを見守っ

たり、必要な時は介助をして安心につなげる。

・排水口の臭いについては、水を流したり、芳香剤を置いて

少しでも改善につなげたい。

2

・職員募集を続け、職員を増やしていきたい。

3

・建物が小学校なので、家庭科室、校庭や体育館で活動がで

き、環境が整っている。花壇を畑にして野菜を作ることもで

きる。

・体育館にすぐ行けるように、交流館から体育館のカギを借

りている。購入した、リップスティックでバランス感を鍛え

たり、一斉活動で鬼ごっこやドッチボールをして体を動かす

活動も意識して取り入れている。季節に合わせて、クッキン

グや制作の活動を行っている。(ハロウィン、クリスマス、バ

レンタインなど)・ミシンや針を使っての活動を行い、集中し

・教室内が構造化されいていて、視覚的に提示されているこ

とが多いため、子どもたちが安心して過ごすことができる。

お迎えに来た保護者には、教室内に入ってもらい、子どもの

様子を見てもらうこともできる。

・パネルやPPプレートで部屋を仕切り、誰でも見てすぐに分

かるエリア作りをしている。汚れたり、構造化の仕方が子ど

もたちに会っていないと感じた時は、再構造化している。

・建物が小学校なので、家庭科室、校庭や体育館で活動がで

き、環境が整っている。花壇を畑にして野菜を作ることもで

きる。連絡帳を使用することで、保護者とのやりとりがで

き、子どもさんの様子をお互いに伝え合うことができる。

・一人一人のスケジュールがあることで、見通しをもって、

すまいる園で過ごすことができている。また、本人の思いを

伝えやすく交渉できるように、イラストや文字を書いたカー

ド(ヘルプカード)も提示している。毎日の連絡帳記入をする

ことで、保護者の方へ園での様子を伝えることが出来る。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・建物が古い学校なので、トイレや水道の排水管の臭いがき

つい、スロープがなく、バリアフリーとは言えない。

・バリアフリーの環境にすることは、大掛かりになるため難

しい。

・排水口からくる臭いにも、工事が必要なため、難しい。

・産休、育休の職員がいるが、職員の増がなかったため、常

に職員不足で毎日忙しく、余裕がない。下校時間に小学校へ

迎えに行く職員も足りない時がある。また、有休がとりにく

く、気を遣う。休みたい時に休みがとれない。

・職員の増員(４月1日より　1名増える)それでも、半日勤務

の職員が足りない状態で運営するため、引き続き職員募集を

していく。

8年　2月　9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
3月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 伊達市すまいる園

○保護者評価実施期間
8年　2月　9日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


